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【地域リハビリテーションについて】 
 

千葉県では地域リハビリテーション※の推進・充実に取り組んでおり、そのため

には、保健・医療・福祉に関わる専門家だけでなく、地域で暮らす方々の協力が

不可欠です。今後の県の取組の参考とするため、県民の皆さまが「リハビリテー

ション」についてどのように認識し、考えているのかをお聞きいたします。 

※ 地域リハビリテーションとは、障害のある子どもや成人・高齢者とその家族が、住み

慣れたところで、一生安全に、その人らしくいきいきとした生活ができるよう、保健・

医療・福祉・介護及び地域住民を含め生活に関わるあらゆる人々や機関がリハビリテー

ションの立場から協力し合って行う活動のすべてをいいます。 

 

問31 「リハビリテーション」を広く捉えると、以下の１～４を含んでいるといわれて

います。あなたが今までイメージしていた「リハビリテーション」をすべて選ん

でください。                      （○はいくつでも） 
 

１ 病気やケガをした人の筋力トレーニングや歩く練習をすること 

２ 自宅に手すりをつけたり、段差をなくして生活環境を調整すること 

３ 道路や公共交通機関などの物理的な段差などを解消して、車椅子で外出しやすい 

環境を作ること 

４ 色々な人たちが、地域に暮らしていることを理解し、誰もが暮らしやすい地域を 

つくること 

５ 特にイメージすることはない 

 

問32 あなたが暮らす地域では、障害のある人や高齢者が自らの「したい暮らし」を  

実現するために、３年前より以下のような「社会的な障害（バリア）」※が減って

きていると思いますか。それとも増えてきていると思いますか。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

※ 「社会的な障害(バリア)」とは、人が生活の中で不便を感じること、様々な 

活動をするときに障壁となるものを指します。    
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（ア）物理的な障害(バリア) 

例)駅のホームと電車の隙間、高い位置にあるボタン 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

（イ）心理的な障害(バリア) 

例)障害や病気を理由に偏見を持つ、関わりを避ける 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ウ）必要な情報を入手するための障害(バリア) 

例)点字・手話通訳のない講演会、音声のみのアナウンス 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

（エ）自らが情報や意志などを発信するための
障害(バリア) 

例)筆談等の環境がなく、言語障害を持つ人が意見を伝え

られない 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 
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問33 あなたや家族がケガをしたり、病気になった時にリハビリを受けられる医療 

機関や施設が、あなたの暮らす地域では十分にあると思いますか。 （○は１つ） 

 

１ 十分にあると思う             ４ あまり充足しているとは思わない 

２ 十分とは言えないがほぼ充足していると思う ５ 十分とは思えない 

３ どちらともいえない 

 

 

問34 障害のある人や高齢者が、災害時に備えて事前に不安や困りごとを相談できる

場所を知っていますか、また、実際に相談したことはありますか。（○は１つ） 

 

１ 相談先を知っており、実際に相談したことがある           

２ 相談先を知っており、実際に相談したことはないが、相談の予定がある 

３ 相談先は知っているが、相談の予定はない 

４ 相談先を知らない 

５ わからない（周囲に高齢者等がいない） 

 

 

(問34で「１」とお答えの方に) 

問34-１ あなたが「災害時についての不安や困りごと」を相談したことがある場所は 

どちらですか。                    (○はいくつでも) 

 

１ 市町村の担当部署       ５ ケアマネージャー・相談支援事業所 

２ 保健所・健康福祉センター   ６ 民生委員 

３ 地域包括支援センター     ７ 近隣住民 

４ 社会福祉協議会        ８ その他(               ) 

 

 

（すべての方に） 

このほかにも、「地域リハビリテーションについて」や問 31～問 34 について、ご意見

やご提案がありましたらご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

  


